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キ
ー
ワ
ー
ド
：
ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
A
SF
）、
感
染
、
流
行

ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
AS
F）
と
は

A
SF
は
、そ
の
名
の
通
り
遠
く
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
起
源
を
持

つ
豚
や
イ
ノ
シ
シ
の
悪
性
伝
染
病
で
あ
る
。
病
原
体
で
あ
る

A
SF
ウ
イ
ル
ス
（
A
SF
V
）
は
、
ア
ス
フ
ァ
ウ
イ
ル
ス
科
ア
ス

フ
ィ
ウ
イ
ル
ス
属
に
分
類
さ
れ
る
大
型
の
D
N
A
ウ
イ
ル
ス
で
、

ア
フ
リ
カ
原
産
の
O
rn
ith
od
or
os
属
に
属
す
る
軟
マ
ダ
ニ（
so
ft 

tic
k）
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
昆
虫
媒
介
性
ウ
イ
ル
ス
（
ア
ル

ボ
ウ
イ
ル
ス
）の
一
種
で
も
あ
る
 4)
。
A
SF
V
に
は
哺
乳
動
物
に

感
染
性
や
病
原
性
を
示
す
既
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
類
似
性
が
認

め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
近
年
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
ミ
ミ
ウ

イ
ル
ス（
M
im
iv
iru
s, ２
００
３
年
）や
パ
ン
ド
ラ
ウ
イ
ル
ス（
Pa
n-

do
ra
vi
ru
s, ２
０１
３
年
）
と
い
っ
た
、
長
大
な
二
本
鎖
D
N
A
を

ゲ
ノ
ム
に
持
ち
細
菌
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
大
き
な
巨
大
核
質

D
N
A
ウ
イ
ル
ス
群
（
N
CL
D
V
）
に
近
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
。

A
SF
は
１９
００
年
代
初
頭
か
ら
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
大

陸
東
部
で
、
欧
州
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
食
用
の
豚
（
Su
s
属
）

で
流
行
す
る
豚
熱
類
似
の
感
染
症
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、

公
式
に
は
英
国
人
の
M
on
tg
om
er
y
が
１９
２１
年
に
ケ
ニ
ア
で

発
生
し
た
本
病
を
“
Ea
st
 A
fr
ic
an
 s
w
in
e 
fe
ve
r”
と
し
て
報

告
し
た
の
が
初
出
で
あ
る
 11
) 。
そ
れ
ま
で
は
上
述
の
通
り
森
林

帯
や
サ
バ
ン
ナ
に
棲
息
す
る
カ
ワ
イ
ノ
シ
シ
（
Po
ta
m
oc
ho
er
us

属
）
や
イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
（
P
ha
co
ch
oe
ru
s
属
）、
オ
オ
モ
リ
イ
ノ

シ
シ
（
H
yl
oc
ho
er
us
属
）
等
の
野
生
動
物
と
O
rn
ith
od
or
os
属

の
軟
マ
ダ
ニ
と
の
間
で
不
顕
性
の
A
SF
V
感
染
環（
①
野
生
動

物
感
染
環
；
sy
lv
at
ic
 c
yc
le
）
を
形
成
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ

う
な
環
境
に
食
用
の
目
的
で
新
た
に
欧
州
か
ら
豚
が
持
ち
込
ま

れ
、こ
れ
を
感
染
ダ
ニ
が
咬
刺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
SF
V
に

感
染
し
、
激
し
い
熱
性
・
出
血
性
の
病
態
を
呈
し
て
死
亡
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
新
た
な
感
染
症
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
な
お
、メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
明
な
が
ら
A
SF
V
に
感
染
し
た

イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
種
（
イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
群
に
お
け
る
抗

A
SF
V
抗
体
保
有
率
は
調
査
す
る
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
が
、
ア
フ
リ
カ
南
東
部
で
は
８０
％
以
上
と
の
報
告
も
あ
る
 6)
）

で
は
不
顕
性
の
経
過
を
辿
り
、
顕
著
な
ウ
イ
ル
ス
血
症
や
ウ
イ

ル
ス
の
排
泄
を
認
め
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
野
生
種
と
豚
と

の
間
で
直
接
的
な
伝
播
が
起
き
る
こ
と
は
な
く
、
水
平
伝
播
に

は
通
常
感
染
ダ
ニ
に
よ
る
媒
介
が
必
要
と
な
る
（
②
ダ
ニ
－
家

畜
豚
感
染
環
；
tic
k-
pi
g 
cy
cl
e）
。

一
方
、
豚
が
A
SF
V
に
感
染
す
る
と
、
殆
ど
の
症
例
で
甚
急

性
か
ら
急
性
の
発
熱
及
び
出
血
性
病
変
を
呈
し
て
数
日
～
１
週

間
以
内
に
ほ
ぼ
全
頭
が
斃
死
す
る（
上
述
の
M
on
tg
om
er
y
の

初
報
告
で
も
致
死
率
は
９８
．９
％
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
）。

主
な
所
見
と
し
て
は
、
感
染
後
２
～
７
日
の
潜
伏
期
を
経
て
高

熱
（
４１
度
以
上
）
を
発
し
、
そ
の
後
耳
や
腹
部
の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、

沈
鬱
、
食
欲
喪
失
を
呈
し
て
数
日
中
に
死
亡
す
る
。
重
篤
な
例

で
は
血
液
の
異
常
に
伴
う
出
血
傾
向
が
強
ま
り
、
し
ば
し
ば
天

然
孔
や
皮
膚
の
創
傷
部
位
か
ら
出
血
を
認
め
る
と
と
も
に
凝
固

不
全
が
認
め
ら
れ
る
。
A
SF
の
常
在
地
の
土
着
の
家
畜
豚
は

あ
る
程
度
抵
抗
性
を
獲
得
し
て
い
る
と
さ
れ
、
呼
吸
症
候
群
や

関
節
炎
、
皮
膚
炎
等
を
伴
う
亜
急
性
型
な
い
し
は
慢
性
型
の
病

態
を
示
す
も
の
の
生
き
残
る
個
体
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
妊
娠
中
の
母
豚
で
は
流
産
を
認
め
る
。

剖
検
時
に
は
脾
臓
の
著
し
い
腫
大
や
（
主
に
胃
周
囲
の
）
リ

ン
パ
節
の
腫
大
と
暗
赤
色
化
、
腸
管
漿
膜
面
の
点
状
出
血
等
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
変
化
は
い
ず

れ
も
常
に
認
め
ら
れ
る
所
見
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
我
々
の

実
施
し
た
接
種
試
験
で
も
異
状
は
も
と
よ
り
発
熱
す
ら
認
め
な

い
ま
ま
斃
死
す
る
例
も
み
ら
れ
て
い
る
（
他
の
報
告
に
も
同
様

の
記
述
多
数
あ
り
）。
ま
た
、明
瞭
な
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
豚
熱
等
、
他
の
感
染
症
と
所
見
の
み
に
基
づ
い
て

鑑
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
た
め
、
異
状
を
察
知
し
た
場

合
は
必
ず
専
門
機
関
に
お
け
る
遺
伝
子
検
査
に
供
す
る
べ
き
で

あ
る
。
感
染
豚
で
は
発
症
に
先
ん
じ
て
顕
著
な
ウ
イ
ル
ス
血
症

が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
唾
液
中
や
鼻
汁
中
に
も
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄

総
　
説

ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
AS
F）
の
感
染
状
況
に
つ
い
て

國
　
保
　
健
　
浩

（
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
動
物
衛
生
研
究
部
門

越
境
性
家
畜
感
染
症
研
究
領
域
海
外
病
グ
ル
ー
プ
）

K
ok
uh
o,
 T
. (
20
21
).
 C
ur
re
n
t 
si
tu
at
io
n
 o
f 
A
fr
ic
an
 s
w
in
e 
fe
ve
r 
in
fe
ct
io
n

P
ro
c.
 J
pn
. P
ig
 V
et
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. 7
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さ
れ
る
。
ま
た
病
態
の
進
行
に
伴
っ
て
易
出
血
傾
向
が
強
ま
り
、

出
血
に
よ
っ
て
血
液
に
含
ま
れ
る
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
畜
舎
内

が
高
度
に
汚
染
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
野
生
種
か
ら
の
伝
播
と
は

異
な
り
、
家
畜
豚
同
士
で
は
も
は
や
ダ
ニ
の
媒
介
を
要
す
る
こ

と
な
く
水
平
伝
播
し
て
急
速
に
農
場
内
に
拡
散
す
る
（
③
家
畜

豚
感
染
環
；
pi
g 
cy
cl
e）
。
よ
っ
て
検
疫
不
十
分
な
感
染
豚
を
外

部
か
ら
導
入
す
る
こ
と
な
ど
で
、
容
易
に
農
場
間
の
伝
播
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。
豚
を
介
す
る
伝
播
に
は
A
SF
罹
患
豚
由

来
の
肉
や
肉
製
品
・
畜
産
物
に
起
因
す
る
感
染
も
含
ま
れ
る
が
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

欧
州
や
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
等
に
広
く
棲
息
す
る
Su
s
属
の

イ
ノ
シ
シ
も
A
SF
V
に
高
い
感
受
性
を
有
し
、豚
と
同
様
の
症

状
を
呈
し
て
斃
死
す
る
と
と
も
に
水
平
伝
播
に
お
け
る
感
染
源

と
な
り
得
る
。
感
染
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
死
体
は
大
量
の
ウ
イ
ル

ス
を
含
み
、
か
つ
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
環
境
中
で
も
比
較
的

長
期
に
わ
た
り
感
染
性
を
失
う
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
る
た
め

（
後
述
）、
他
の
イ
ノ
シ
シ
や
野
生
動
物
の
介
在
あ
る
い
は
キ
ャ

ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
狩
猟
等
に
伴
う
人
や
車
両
の
移
動
に

よ
っ
て
広
域
に
拡
散
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
④
環
境
感
染
環
；

en
vi
ro
nm
en
ta
l c
yc
le
）。
一
昨
年
来
の
本
邦
に
お
け
る
豚
熱

の
流
行
を
振
り
返
る
ま
で
も
な
く
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
棲
息
数

が
多
い
我
が
国
で
本
ウ
イ
ル
ス
が
群
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合

に
は
、
本
病
の
撲
滅
は
極
め
て
困
難
に
な
る
こ
と
が
容
易
に
想

像
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
AS
F
の
大
流
行
に
つ
い
て

上
述
の
通
り
、
自
然
界
に
お
け
る
A
SF
V
の
流
行
様
式
は
、

①
野
生
動
物
感
染
環
、
②
ダ
ニ
－
家
畜
豚
感
染
環
、
③
家
畜
豚

感
染
環
、
④
環
境
感
染
環
の
４
つ
に
大
別
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、

①
と
②
に
つ
い
て
は
ベ
ク
タ
ー
と
な
る
O
rn
ith
od
or
os
属
の
軟

マ
ダ
ニ
の
存
在
が
必
須
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
ダ
ニ
が
棲
息
す
る

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
東
部
に
限
定
さ
れ
た
流
行
様
式
と
言

え
る（
た
だ
し
、
O
rn
ith
od
or
os
属
の
軟
マ
ダ
ニ
の
一
部
の
種
は

イ
ベ
リ
ア
半
島
に
も
棲
息
し
、
当
該
地
域
に
お
け
る
過
去
の
流

行
で
は
自
然
宿
主
と
し
て
A
SF
V
の
伝
播
に
関
与
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
 14
) ）。
ま
た
、こ
の
ア
フ
リ
カ
南
東
部
は
イ
ボ

イ
ノ
シ
シ
や
カ
ワ
イ
ノ
シ
シ
が
多
数
棲
息
す
る
地
域
で
あ
り
、

こ
れ
が
①
、
②
の
流
行
様
式
を
支
え
る
要
因
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
 6) （
図
１
）。
カ
ワ
イ
ノ
シ
シ
（
P.
 la
rv
at
us
）
と

と
も
に
Po
ta
m
oc
ho
er
us
属
に
分
類
さ
れ
る
ア
カ
カ
ワ
イ
ノ
シ

シ
（
P.
 p
or
cu
s）
は
主
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
中
央
部
か
ら
西
部

に
棲
息
す
る
種
で
あ
り
、
A
SF
V
へ
の
感
染
報
告
も
あ
る
が
 8) 、

A
SF
を
媒
介
す
る
軟
マ
ダ
ニ
と
の
相
互
作
用
等
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

Ph
ac
oc
ho

er
us

af
ric
an

us
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一
方
、
イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ワ
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
種
の
棲

息
数
が
少
な
く
、
か
つ
O
rn
ith
od
or
os
属
の
軟
マ
ダ
ニ
が
存
在

し
な
い
南
ア
フ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
西
部
で
の
流
行
は
、
も
っ
ぱ

ら
③
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Br
ow
n
ら
は
１９
９６
－

２０
０２
年
の
間
の
西
ア
フ
リ
カ
各
国
で
の
発
生
に
お
け
る
A
SF
V

の
侵
入
経
路
を
検
討
し
て
い
る
 3) 。
そ
の
多
く
は
経
路
不
明
で

は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
感
染
豚
や
汚
染
豚
肉
ま
た
は

飼
料
用
と
な
る
そ
の
残
飯
（
sw
ill
）
の
故
意
ま
た
は
意
図
せ
ぬ

不
法
な
移
動
に
よ
る
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
現
地
に
お
け
る

筆
者
ら
の
聞
き
取
り
で
も
、
船
を
用
い
た
豚
や
（
最
終
的
に
は

豚
の
飼
料
と
な
る
）
豚
肉
製
品
の
商
取
引
き
に
付
随
し
た
発
生

を
疑
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
（
た
だ
し
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
諸
国

の
都
市
の
多
く
は
大
西
洋
沿
岸
に
存
在
す
る
た
め
、
単
に
商
取

引
き
の
活
発
さ
と
相
関
し
て
お
り
、
船
舶
の
往
来
と
は
無
関
係

か
も
知
れ
な
い
が
）。

ま
た
③
の
流
行
様
式
は
A
SF
の
広
域
へ
の
拡
散
要
因
と
し

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
表
１
に
示
す
よ
う
に
A
SF
が
ア
フ

リ
カ
大
陸
を
超
え
て
流
行
し
た
事
例
は
、
過
去
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

19
57

I
19
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I
19
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I

19
69

I
19
71

I
19
77

I
19
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I I I I
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19
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20
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II II II II
20
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II II II II II II

20
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II
20
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20
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20
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20
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II II II II
20
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20
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II II II II II

20
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O
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（
１９
５７
年
）、
イ
ベ
リ
ア
/
西
欧
/
カ
リ
ブ
/
ブ
ラ
ジ
ル
（
１９
６０

－
９５
年
）、
コ
ー
カ
サ
ス
他
（
２０
０７
年
－
現
在
）
と
３
度
あ
る
が
 5) 、

い
ず
れ
も
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
国
際
航
路
に
お
い
て
提
供
さ
れ
た

汚
染
豚
肉
を
到
着
地
で
豚
に
給
与
し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
ま
た
２０
１８
年
８
月
の
遼
寧
省
で
の
発
生
に
端
を

発
す
る
中
国
で
の
A
SF
の
そ
の
後
の
広
が
り（
２０
１９
年
４
月
に

中
国
本
土
全
省
に
ま
ん
延
）
や
２０
１９
年
２
月
に
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ

ノ
イ
近
郊
）
で
発
生
し
た
流
行
の
拡
散
状
況
（
２０
１９
年
６
月
に

南
部
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
到
達
）
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
様
式
に
よ
る

流
行
拡
大
の
速
度
や
影
響
の
大
き
さ
に
は
我
々
の
予
想
を
遥
か

に
凌
ぐ
も
の
が
あ
る
。

こ
の
様
に
「
地
球
規
模
」
と
も
い
え
る
程
広
域
の
流
行
を
可

能
に
す
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
A
SF
V
の
環
境
抵
抗
性
が
挙

げ
ら
れ
る
。
A
SF
V
が
血
液
中
に
多
量
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
が
、そ
れ
は
A
SF
V
が
増
殖
の
場
と
し
て
単
球
や
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
指
向
性
を
有
す
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
血

液
以
外
に
も
単
球
や
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
富
む
組
織
中
に
は
多

量
の
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

A
SF
V
に
富
む
組
織
中
で
は
、
下
表
に
示
す
様
に
塩
漬
け
や
乾

燥
と
い
っ
た
処
理
工
程
を
経
た
後
で
も
３０
日
以
上
の
長
い
期
間

に
わ
た
っ
て
感
染
性
を
失
う
こ
と
な
く
残
存
す
る
。
筆
者
ら
も

農
林
水
産
省
動
物
検
疫
所
と
共
同
で
出
発
地
の
異
な
る
複
数
の

海
外
渡
航
客
か
ら
収
去
さ
れ
た
違
法
持
ち
込
み
の
豚
肉
製
品

（
非
加
熱
品
）
か
ら
、
細
胞
培
養
に
よ
っ
て
A
SF
V
（
２０
２１
年

３
月
現
在
４
株
）
を
分
離
し
て
お
り
 9)
、
こ
の
経
路
に
依
る
我
が

国
へ
の
A
SF
の
侵
入
が
現
実
の
リ
ス
ク
た
り
得
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

A
SF
V
は
物
理
化
学
的
な
処
置
に
対
し
て
も
耐
性
が
高
く
、

pH
４
．０
～
１１
．０
の
環
境
下
で
は
感
染
性
を
失
わ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
耐
熱
性
に
つ
い
て
は
、
表
２
に
あ
る
よ
う
に
７０
℃
、

３０
分
（
ま
た
は
８０
℃
、
３
分
）
の
加
熱
で
不
活
化
さ
れ
る
が
、

例
え
ば
飼
料
の
熱
処
理
を
行
う
場
合
に
は
、
対
象
物
の
組
成
や

形
状
、
量
等
を
考
慮
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
確
実
に
失
活
す
る
よ
う

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
豚
に
給
与
す
る
食

品
残
渣
に
つ
い
て
は
９０
℃
、６
０
分
間
以
上
の
加
熱
が
O
IE
の
基

準
と
さ
れ
て
い
る
 12
) 。

こ
の
よ
う
な
強
靭
な
環
境
抵
抗
性
を
有
す
る
ウ
イ
ル
ス
が
豚

に
感
染
し
た
状
態
で
、
あ
る
い
は
表
２
2)
に
挙
げ
る
汚
染
物
と

し
て
長
距
離
輸
送
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
A
SF
の

発
生
が
な
か
っ
た
“
ナ
イ
ー
ブ
”
な
地
域
へ
持
ち
込
ま
れ
る
と
、

激
し
い
症
状
を
伴
う
発
生
の
連
鎖
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
最
初
の
例
は
１９
５７
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
リ
ス
ボ
ン
）
で
発

生
し
た
。
こ
の
流
行
の
発
生
源
は
ア
フ
リ
カ
西
部（
ア
ン
ゴ
ラ
）

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
機
内
食
の
残
飯

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
発
生
は
１９
５８
年
中
に
終
息
し
た
が
、

３
年
後
の
１９
６０
年
に
再
度
汚
染
し
た
食
物
残
渣
に
よ
る
と
推
察

さ
れ
る
A
SF
が
リ
ス
ボ
ン
で
発
生
し
た
。
こ
の
発
生
は
豚
の

商
取
引
や
汚
染
豚
肉
製
品
の
流
通
に
加
え
て
、
こ
の
地
域
に
棲

息
す
る
O
rn
ith
od
or
os
属
に
属
す
る
軟
マ
ダ
ニ
（
O
. e
rr
at
ic
us
）

の
介
在
や
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
と
の
接
触
に
よ
っ
て
イ
ベ
リ
ア
半

島
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
）
な
ら
び
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
マ
ル
タ
、
オ
ラ
ン
ダ
）

に
ま
ん
延
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
１９
９５
年
代
中
頃
に
撲
滅
さ
れ

る
ま
で
３０
余
年
に
わ
た
っ
て
常
在
化
し
た
（
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル

デ
ィ
ニ
ア
島
は
２０
２１
年
３
月
現
在
も
清
浄
化
が
達
成
さ
れ
て
い

な
い
）。
こ
の
間
、１
９７
１
年
６
月
に
は
キ
ュ
ー
バ
（
ハ
バ
ナ
）
で

発
生
報
告
が
あ
り
、
診
断
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
発
生
が

拡
大
し
た
が
、
効
果
的
な
封
じ
込
め
が
功
を
奏
し
て
終
息
に

至
っ
た
。
し
か
し
、
１９
８０
年
に
ボ
ル
コ
ア
行
政
区
で
再
発
し
、

１
，０
００
万
米
ド
ル
の
被
害
を
出
し
て
い
る
。
一
方
、
１９
７８
年
２

月
に
は
近
隣
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
ス
ペ
イ
ン
か
ら
航
空
機
に

よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
汚
染
豚
肉
の
残
渣
に
よ
る
発
生
が
あ
り
、

同
年
１２
月
に
は
ハ
イ
チ
へ
と
飛
び
火
し
た
。
前
者
は
感
染
豚
を

含
む
発
生
地
域
か
ら
１５
km
圏
内
の
豚
全
頭
の
殺
処
分
に
よ
っ

AS
FV
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て
１９
８１
年
９
月
ま
で
に
続
発
の
な
い
状
況
と
な
り
、
ま
た
後
者

も
１９
８１
年
４
月
に
計
画
さ
れ
た
防
疫
計
画
に
よ
っ
て
１９
８２
年
４

月
に
清
浄
化
が
宣
言
さ
れ
た
。
１９
７８
年
５
月
に
は
ブ
ラ
ジ
ル

（
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）で
も
違
法
な
汚
染
豚
肉
残
渣
飼
料
の
利

用
も
し
く
は
観
光
客
の
持
ち
込
み
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
A
SF

が
発
生
し
、
防
疫
措
置
の
甲
斐
な
く
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
ま
で
拡
大

し
た
 16
) 。
当
該
の
流
行
に
対
し
て
は
１９
８０
年
１１
月
か
ら
本
格
的

な
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
、
１９
８１
年
１１
月
に
は
続
発

の
な
い
状
況
に
至
っ
た
が
、
１９
８４
年
１２
月
の
清
浄
化
宣
言
後
も

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
述
し
た

A
SF
の
原
因
と
な
っ
た
ウ
イ
ル
ス
株
は
い
ず
れ
も
遺
伝
子
型

Ⅰ
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。（
補
足
参
照
の

こ
と
）

補
足 A
SF
で
は
、
罹
患
し
た
豚
の
殆
ど
が
、
抗
A
SF
V
抗

体
が
惹
起
さ
れ
る
前
に
死
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
稀
に

慢
性
的
な
経
過
を
辿
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
誘
導
さ
れ
た

抗
体
に
ウ
イ
ル
ス
中
和
能
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、ウ
イ
ル
ス
学
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
意
味
で
の「
血

清
型
」
と
い
う
概
念
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
た
め
A
SF
V

は
カ
プ
シ
ド
の
主
要
な
構
成
成
分
で
あ
る
P７
２
タ
ン
パ
ク

質
の
遺
伝
子
配
列
の
相
同
性
に
基
づ
く
「
遺
伝
子
型
」
に

よ
っ
て
分
類
さ
れ
 1)
、
現
在
少
な
く
と
も
２４
種
の
遺
伝
子

型
（
遺
伝
子
型
Ⅰ
～
X
X
 Ⅳ
）
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
南
東
部
に
は
歴
史
的
に
全
て
の
遺

伝
子
型
が
存
在
す
る
が
、
ア
フ
リ
カ
中
央
部
や
西
部
で
は

遺
伝
子
型
Ⅰ
の
み
が
常
在
す
る
。

２１
世
紀
の
AS
F

新
た
な
千
年
紀
を
迎
え
る
頃
に
は
A
SF
の
脅
威
は
去
り
、暫

し
平
穏
な
時
期
を
迎
え
た
が
、
２０
０７
年
１２
月
に
な
っ
て
突
如
と

し
て
遺
伝
子
型
Ⅱ
の
強
毒
型
の
ウ
イ
ル
ス
株
に
よ
る
A
SF
が

黒
海
東
沿
岸
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
出
現
し
、
野
火
を
放
つ
か
の
如

く
コ
ー
カ
サ
ス
全
域
に
拡
散
す
る
と
と
も
に
、
２０
０８
年
１０
月
に

は
ロ
シ
ア
南
部
の
農
業
地
帯
に
到
達
し
た
。
こ
の
時
も
ア
フ
リ

カ
東
岸
か
ら
の
国
際
航
路
の
船
内
で
提
供
さ
れ
た
旅
客
の
厨
芥

を
到
着
地
で
豚
に
給
与
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

A
SF
は
そ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ラ
ト
ビ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
モ
ル
ド
バ
、
チ
ェ

コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー
の
順
に
勢
力
範

囲
を
拡
大
し
、
２０
２０
年
９
月
に
は
ド
イ
ツ
－
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境

に
侵
入
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
流
行
で
は
野
生
イ
ノ
シ
シ

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
イ
ノ
シ
シ
）の
陽
性
例
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
お

り
、
イ
ノ
シ
シ
が
流
行
拡
大
に
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
バ
ル
ト
三
国
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を

除
く
EU
加
盟
国
で
の
発
生
は
概
ね
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に
限
ら

れ
る
。
既
に
清
浄
化
を
達
成
し
た
チ
ェ
コ
（
２０
１９
年
２
月
）
や

ベ
ル
ギ
ー（
２０
２０
年
１０
月
）で
は
農
場
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
強
化
と
徹
底
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
対
策
が
奏
功
し
た
が
、
同

じ
く
野
生
イ
ノ
シ
シ
で
の
み
発
生
を
認
め
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、

２０
１７
年
６
月
の
初
発
報
告
以
来
、
強
力
な
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
導

入
に
も
拘
わ
ら
ず
現
在
も
陽
性
例
が
見
つ
か
っ
て
お
り
（
２０
２１

年
３
月
２４
日
現
在
ま
で
累
計
１２
１７
例
）、
根
絶
の
難
し
さ
を
示
し

て
い
る
。

一
方
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
２０
１７
年
３
月
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で

の
A
SF
の
発
生
を
皮
切
り
に
極
東
方
面
へ
も
拡
散
の
様
相
を

呈
し
、
遂
に
２０
１８
年
８
月
に
世
界
最
大
の
豚
肉
生
産
な
ら
び
に

消
費
国
で
あ
る
中
国
（
遼
寧
省
瀋
陽
市
）
で
ア
ジ
ア
圏
初
と
な

る
発
生
が
報
告
さ
れ
た
 15
) 。
こ
の
発
生
は
そ
の
後
国
内
で
徐
々

に
流
行
域
を
拡
大
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
２０
１９
年
４
月
に
は

海
南
省
で
の
発
生
を
も
っ
て
１
年
に
満
た
な
い
う
ち
に
中
国
本

土
全
省
に
ま
ん
延
す
る
と
こ
ろ
な
っ
て
い
る
。
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
FA
O
）
は
こ
の
発
生
に
先
ん
じ
て
中
国
へ
の
A
SF
の

侵
入
に
か
か
る
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
し
、
①
中
国
東
北
部
が
最

も
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
、
②
可
能
性
の
高
い
侵
入
・
拡
散
の
経

路
と
し
て
A
SF
感
染
豚
ま
た
は
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
し
た
豚
肉

製
品
の
国
際
長
距
離
輸
送
な
い
し
は
海
外
渡
航
し
た
労
働
者
の

帰
省
に
伴
う
持
ち
込
み
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
公
表
し
て
い

る
 5) 。
実
際
の
侵
入
経
路
は
未
確
定
な
が
ら
、
東
欧
か
ら
A
SF

感
染
豚
由
来
の
汚
染
豚
肉
の
違
法
な
輸
入
が
疑
わ
れ
て
お
り
 7) 、

実
際
の
発
生
地
域
と
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
評
価
結
果
の
妥
当
性
を

概
ね
支
持
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

先
の
リ
ス
ク
評
価
書
で
は
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
、
朝
鮮
半
島

及
び
日
本
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
も
懸
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

果
た
し
て
日
本
や
タ
イ
等
僅
か
な
例
外
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
地

域
で
も
A
SF
の
流
行
も
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
２０
１９
年
１

月
に
モ
ン
ゴ
ル
（
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
近
郊
）
で
の
A
SF
の
発

生
報
告
以
降
、
中
国
流
行
株
と
同
じ
遺
伝
子
型
Ⅱ
の
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
A
SF
が
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
北
朝
鮮
、
香
港
、

ラ
オ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
と
拡
大
し
、
２０
２１
年
３
月
末

日
現
在
も
な
お
終
息
し
て
い
な
い
（
欧
州
及
び
ア
ジ
ア
に
お
け

る
直
近
の
発
生
状
況
を
図
２
に
示
す
）。
特
に
ア
ジ
ア
第
２
位

（
世
界
第
５
位
）の
養
豚
国
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
２０
１９
年
１

月
に
北
部
（
ハ
ノ
イ
近
郊
）
で
発
生
し
た
A
SF
が
幹
線
道
路

に
沿
っ
て
徐
々
に
南
下
し
、
お
よ
そ
半
年
後
に
は
初
発
地
か
ら

約
２
，０
００
km
離
れ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
以
南
に
ま
で
達
し
、
こ
の
間
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中
国
で
の
処
分
頭
数
を
上
回
る
約
３３
０
万
頭
の
豚（
全
飼
養
頭
数

の
約
７
．８
％
に
相
当
）が
失
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
養
豚
は

コ
ミ
ュ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
共
同
の
集
落
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ

る
“
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
養
豚
”
が
主
で
あ
り
、
十
分
な
バ
イ
オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
規
模
の
小
さ
な
豚
舎
が

密
集
す
る
こ
と
に
よ
り
被
害
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現

在
は
新
た
な
防
疫
措
置
（
２０
１９
年
１２
月
）
に
基
づ
い
て
発
生
農

場
に
お
け
る
養
豚
業
の
再
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
各
地
で
家
畜
豚
に
お
け
る
散
発
的
な
発
生
が
続
い
て
い
る
。

韓
国
で
は
２０
１９
年
９
月
か
ら
仁
川
市
、
京
畿
道
及
び
江
原
道

の
い
ず
れ
も
北
朝
鮮
国
境
に
隣
接
す
る
地
域
に
お
い
て
、
家
畜

豚
で
１６
例
、野
生
イ
ノ
シ
シ
で
１
，２
２９
例
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
２０
２１
年
３
月
１８
日
現
在
）。
同
年
５
月
に
北
朝
鮮
で

A
SF
の
発
生
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、当
該
地
域
周
辺
に
棲
息

す
る
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
の
移
動
に
伴
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
当
該
地
域
で
は
４０
万
頭
以
上
の
豚
の
殺

処
分
に
加
え
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
強
化
や
イ
ノ
シ
シ
の
生
息

数
の
低
減
な
ど
を
図
る
こ
と
で
２０
１９
年
１０
月
か
ら
１
年
間
家
畜

豚
で
の
発
生
を
防
い
で
き
た
が
、そ
の
一
方
で
A
SF
V
陽
性
の

イ
ノ
シ
シ
個
体
の
発
見
は
続
き
、
翌
１０
月
に
は
遂
に
養
豚
農
場

で
の
再
発
に
至
っ
た
。
韓
国
で
の
発
生
は
A
SF
V
が
野
生
イ

ノ
シ
シ
集
団
に
浸
潤
し
た
際
に
、
そ
の
撲
滅
が
如
何
に
困
難
に

な
る
か
を
示
す
例
と
言
え
よ
う
。

ま
と
め
 ―
 我
が
国
へ
の
侵
入
の
阻
止
に
向
け
て

日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
特
異
な
地
理
的
条
件
を
備
え
、

豚
（
生
体
）
の
輸
入
に
つ
い
て
は
万
全
の
検
疫
体
制
を
備
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
A
SF
の
発
生
国
か
ら
感
染
豚
が
直
接
持
ち
込

ま
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
一
方
、
表
２
に
も
示
す
よ
う
に

A
SF
V
は
豚
精
肉
や
豚
肉
加
工
品
の
中
で
極
め
て
長
期
間
感
染

性
を
保
持
す
る
こ
と
か
ら
、
加
熱
不
十
分
な
こ
れ
ら
の
品
々
を

介
し
て
A
SF
V
が
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
は
相
当
に

高
い
と
言
え
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
現
在
海

外
か
ら
の
渡
航
客
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
動
物

検
疫
所
の
検
査
で
は
A
SF
V
遺
伝
子
陽
性
と
判
断
さ
れ
た
違

法
持
ち
込
み
の
豚
肉
加
工
品
だ
け
で
９５
例
（
２０
２１
年
３
月
末
日

現
在
）
も
検
知
さ
れ
て
お
り
（
動
物
検
疫
所
、
ht
tp
s:/
/w
w
w
.

 m
af
f.g
o.j
p/
aq
s/
to
pi
x/
pd
f/
as
f_
pc
rp
os
iti
ve
_8
9_
jp
n.
pd
f）
、

う
ち
複
数
の
物
品
か
ら
は
ウ
イ
ル
ス
も
分
離
さ
れ
て
い
る
 9) 。

こ
れ
ら
の
事
案
の
発
生
を
受
け
て
農
林
水
産
省
で
は
２０
１９
年
４

月
か
ら
畜
産
物
の
持
ち
込
み
に
関
す
る
違
反
事
案
へ
の
対
応
の

厳
格
化
や
検
疫
犬
の
増
頭
を
図
る
と
と
も
に
同
年
７
月
に
は
家

畜
伝
染
病
予
防
法
を
改
正
し
、
罰
則
を
強
化
し
て
い
る
が
、
概

ね
申
告
を
ベ
ー
ス
と
す
る
畜
産
物
の
持
ち
込
み
事
案
の
す
べ
て

を
阻
止
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
畜
産
物
ば
か
り
で
は
な

く
、
A
SF
発
生
農
場
に
由
来
す
る
機
器
や
器
具
あ
る
い
は
汚
染

さ
れ
た
衣
服
や
靴
の
持
ち
込
み
等
も
A
SF
V
の
侵
入
門
戸
と

な
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
A
SF
に
は
現
時
点
で
実

用
可
能
な
ワ
ク
チ
ン
は
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
 10)
、
防
疫
は
豚
群

を
ウ
イ
ル
ス
に
触
れ
さ
せ
な
い
こ
と
―
つ
ま
り
は
、
衛
生
管
理

（
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
）の
徹
底
に
尽
き
る
。
検
疫
は
国
レ

ベ
ル
で
実
施
さ
れ
る
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
ひ
と
つ

で
あ
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
「
生
き
た
」
ウ
イ
ル
ス
が
既
に
水

際
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
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A
SF
の
発
生
が
阻
止
で
き
る
と
は
考
え
難
い
。
本
病
の
国
内

侵
入
の
防
止
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
レ
ベ
ル
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

レ
ベ
ル
、
農
場
レ
ベ
ル
で
の
重
層
的
な
防
疫
体
制
の
構
築
と
そ

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

利
益
相
反

本
論
文
に
関
連
し
て
著
者
が
開
示
す
べ
き
利
益
相
反
は
無
い
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し
た
A
SF
は
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続
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、
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国
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だ
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で
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SF
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性
の
野
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が
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例
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に
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